
 初任科第８５期 ～絆と信頼～  

静岡県消防学校 初任科だより vol.４ 

 
◆   水難救助訓練   ◆ 

 
７月19～21日、水難救助の基本技術を習得するためスキューバダイビングを学びました。

日頃、暑い日差しの中で訓練を実施している初任科生にとっては、冷たいプールはとても新

鮮でした。スキューバダイビングを初めて経験する学生が多い中、安全管理を第一に、お互

いに声を掛け合いながら取り組みました。泳ぐことが苦手で訓練に不安を抱える学生もいま

したが、ボンベを背負うと呼吸が楽になり、最後まで訓練を行うことができました。  

残された学生生活も残り２カ月となりました。入校当初は何もわからなかった私たちです

が、着実に一人前の消防士に近づいていると思います。85 期の同期と共に切磋琢磨しながら

残りの学校生活も充実したものにしたいと思います。  

 
◆  ７月後半の実科訓練   ◆ 

 
 ７月も後半に入り、初任科第 85 期の入校から４カ月

が経ちました。夏の猛暑の中、実科訓練はより実践的、

応用的なものになりました。普段は午前中に座学、午

後に実科訓練というカリキュラムが基本ですが、一日

を通じての実科訓練を二週間にわたって経験し、実科

訓練の厳しさをより一層感じることとなりました。「救

助訓練」ではロープ渡過や座席懸垂降下、腕力登はん

などを、「消防活動訓練」では、ホースカーやホースバ

ッグを利用し、上層階や狭所へ進入し、放水を行いま

した。「消防活動応用訓練」では応急はしご救助やかか

え救出、平面検索などのほかに、スキンダイビングや

防災ヘリ訓練などを行いました。 
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